
　ここでは、主要な項目についてご説明いたします。詳細な計数資料等につきましては、当金庫のホームページに
掲載している「資料編」をご覧ください。 適正な資産の自己査定に基づく償却・引当等を実施し、

資産の健全化を進めております。

※当金庫は部分直接償却を採用しておりません（ただし、合併により引き継いだ一部貸出金を除く）。
※百万円未満は切り捨て、小数点第3位を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）
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実質の
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1.49％
90.59％
76.07％
0.14％

※実質の不良債権比率＝（不良債権額－保全額）÷総与信額

損益の状況

27億97百万円

21億71百万円

経 常 利 益

当期純利益

預金残高（譲渡性預金含む）

　期末残高は、前期末に比べ3億円減少の1兆1,869億
円となりました。

1兆1,869億円

　期末残高は、前期末に比べ6億円減少の6,494億円と
なりました。

貸出金残高

6,494億円
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2021年度
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（単位：百万円）

　自己資本の額は841億円、自己資本比率は17.93％
となりました。

自己資本の額・自己資本比率

841億円
17.93％

自己資本の額

自己資本比率

（単位：億円）

2023年3月末 2024年3月末

当座貸越

証書貸付

要管理債権

危険債権

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

手形貸付
割引手形

6,494

365
49

440

5,639

372
39

429

5,659

2024年3月末

（単位：億円）

公金・金融機関

2023年3月末

7,971

3,190

707

法人

個人

11,86911,872 6,501

2023年3月末 2024年3月末

自己資本の額

自己資本比率

2022年3月末

84,16783,044

17.9317.62

（単位：百万円・%）

2,990
5,866
866
9,723

640,601
650,324
1.49%

81,889

17.77

2024/05/21③ 2024/05/21③

正常債権  98.50％正常債権  98.50％

2022年3月末

7,899

3,216

547
11,662

7,985

3,219

667

2022年3月末

404
38

409

5,641

6,493

　『金融機能の再生のための緊急措置に
関する法律』（金融再生法）に基づく開示
債権の状況について、「破産更生債権及
びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管
理債権」の不良債権額は97億23百万円
で、不良債権比率は1.49％となりました。
　この開示債権は、全てが回収不能な債権
ではなく、このうち担保・保証等で59億
円、さらに貸倒引当金で29億8百万円が保
全されております。結果、未保全額は9億
14百万円となっております。
　実質の不良債権が、総与信に占める比
率は0.14％と引き続き低率を維持しており
ます。
　また、会員勘定は843億23百万円で資
産の健全性維持に対する備えは十分にで
きております。
　今後とも、お取引先の経営改善・再生支
援に努め、資産内容の一層の健全化を図
ってまいります。

　経常利益は前期比9億52百万円増加し27億97百万
円、当期純利益は前期比8億18百万円増加し21億71
百万円となりました。
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